







































需要が少ない 20 年後胸高直径 40cm 以上になるスギ
は、今回伐採し間伐時の収入とする。




　ⅱ ) 第 3 次から第 7 次編成経営計画説明書の 60 年





3.65m、10.5 ～ 12cm の柱材用の一番丸太生産が可能
である。
　ⅳ ) スギの大径木は、価格が低く、需要が少ない。









　調査は、2010 年 8 月 31 日に行った第一回調査と、
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A 種の下層間伐を組み合わせ、本数間伐率を 30% と
して行う（図―3）。これは、収穫表より今後の 20 年
間での胸高直径の成長量が 7.8cm であると算出した結


















め 0.9 を乗じて、重量は 5.8t となり、2009 年 3 月 31
日の船生演習林チップ販売価格 500 円 /t より、予定
収入は 2,916 円となる。
　寺崎式 A 種においても同様に、間伐本数は 154 本、
予定収穫量は 46.4㎥となる。そして、全てをチップ
にした場合、チップ重量は 37.6t となり、予定収入は
18,792 円となる。予定収入合計は 104,719 円となる。
　 作 業 費 用 に お い て、 集 材 材 積 57.9 ㎥、 集 材 費















　ここでは、4 残 1 伐の列状間伐（本数間伐率 20%）
と 12cm 以下の下層間伐（同 17%）を組み合わせ、本
数間伐率を 37% として行う（図―4）。これは、①同
















35,154 円となる。予定収入合計は 60,704 円となる。
　作業費用は、集材材積 129.2㎥、集材費 393,781 円、

































　得られる材積は 136.9m3 で、丸太材積は 68.5m3 と
なり、平成 21 年度ヒノキ丸太幹材積価格（矢板共販所）
17,540 円 /㎥より、予定収入は 1,200,613 円である。















































































































比を現在の 14.3% から 4 を加えた 17.3% に上げた時















太材積は 34.8m3 となり、予定収入は 609,515 円となる。
下層間伐では、予定収穫量 0.2㎥、チップ材重量は 0.2 
t となる。よって予定収入は 81 円となる。
　スギの列状間伐では、予定収穫量は 12.7m3、丸太材
積は 6.4m3 となり、予定収入は 54,908 円となる。下
層間伐では、予定収穫量 0.1 m3、チップ材重量は 0.1 t
となる。よって予定収入は 41 円となる。
　よって、予定収入合計は 664,545 円となる。

























































































































































































































　チェーンソーは、機械経費を 402 円 /h、サイクルタ
イムは列状間伐区画で 94 秒 / 回、それ以外ではかか
り木処理時間を考慮し 188 秒 / 回、玉切りを行う区画
①は 414 秒 / 回とした。
　機械経費は、タワーヤーダ 3,363 円 /h、スイングヤ
ーダ 3,460 円 /h とした。単価は、森林土木学実習での
式から、
Cty ＝ 2 ×Ⅹ ₁ ＋ 15 Ⅹ ₂ ＋ 90　（円 /㎥）
Ⅹ ₁：架線を張る距離（ｍ）　Ⅹ ₂：横取り距離（ｍ）
より求めた。
　プロセッサは、機械経費を 4,053 円 /h とした。
　フォワーダは、機械経費 2,593 円 /h、コストは
Cf=1.255 ×Ⅹ ₃+1309　（円 /㎥）
生産性は　
Pf ＝ 18,129/ Ⅹ ₄　（㎥ /h） 


















































付図－ 7　地位別地図 ( 樹高階別区分図 )
付図－ 2　ぬ小班の地形図
付図-4 踏査によるぬ小班の現状
付図－ 4　踏査によるぬ小班の現状
付図-6 直径階別区分図
付図－ 6　直径階別区分図
付図-8 作業指定図
付図－ 8　作業指定図
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